
日
本
タ
イ
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
一
一

月
一
日
に
発
効
し
た
。
構
想
が
提
起
さ
れ
て
六
年
、

し
た
。
構
想
が
提
起
さ
れ
て
六
年
、

。
構
想
が
提
起
さ
れ
て
六
年
、

政
府
間
交
渉
開
始
決
定
か
ら
四
年
弱
、
両
国
の
大

筋
合
意
か
ら
二
年
あ
ま
り
経
過
し
て
、
よ
う
や
く

協
定
が
実
施
の
運
び
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
両
国

と
も
政
権
が
交
代
し
て
い
る
。
タ
イ
で
は
タ
ク
シ

ン
前
政
権
が
積
極
的
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
を
進
め
て
、

東
南
ア
ジ
ア
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
次
ぐ
Ｆ
Ｔ
Ａ

推
進
国
と
な
っ
た
。
し
か
し
ク
ー
デ
タ
発
生
後
は
、

そ
の
反
動
か
ら
政
府
は
交
渉
に
慎
重
姿
勢
を
と
り
、

国
民
や
議
会
の
声
に
耳
を
傾
け
る
必
要
に
迫
ら
れ

て
い
る
。
日
本
タ
イ
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
を
事
例
に
し
て
、

タ
イ
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
特
徴
、

お
よ
び
今
後
の
変
化
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

●
日
本
と
タ
イ
の
経
済
関
係

日
本
タ
イ
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
二
○
○
一
年
一
一
月
に

タ
ク
シ
ン
前
首
相
が
共
同
研
究
を
提
案
し
た
こ
と

に
始
ま
り
、
そ
の
後
両
国
間
の
作
業
部
会
や
産
官

学
研
究
会
に
お
い
て
議
論
が
深
め
ら
れ
、
二
○
○

四
年
二
月
か
ら
政
府
間
の
本
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。

本
交
渉
も
九
回
の
会
合
を
重
ね
て
、
よ
う
や
く
二

○
○
五
年
九
月
に
大
筋
合
意
に
達
し
て
い
る
。
こ

の
本
交
渉
の
期
間
中
に
、
タ
イ
側
は
中
国
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
し
て
お
り
、
交

渉
戦
術
の
経
験
を
積
ん
で
い
た
。
他
方
で
日
本
側

は
、
メ
キ
シ
コ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
農
産
物
問
題
で
紆

余
曲
折
の
う
え
大
筋
合
意
に
至
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ
レ
ー
シ
ア
と
の
交
渉
と
並
行
し
て
、
タ
イ
と
の

交
渉
を
行
っ
て
い
た
。

タ
イ
に
と
っ
て
日
本
は
、
輸
出
は
第
二
位
（
二

○
○
五
年
で
全
体
の
一
三
・
六
％
）、
輸
入
は
第

一
位
（
同
二
二
・
○
％
）
で
あ
り
、
最
も
重
要
な

貿
易
相
手
国
で
あ
る
。
逆
に
日
本
か
ら
み
る
と
、

タ
イ
は
輸
出
で
第
六
位
（
同
三
・
八
％
）、
輸
入

で
第
一
○
位
（
同
三
・
○
％
）
で
あ
る
が
、
日
本

と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
発
効
し
て
い
る
五
カ
国
の
な
か
で

は
、
貿
易
額
が
最
大
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
タ
イ
へ

の
外
国
直
接
投
資
で
日
本
は
約
四
割
を
占
め
、
日

本
か
ら
み
て
も
タ
イ
は
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最

大
の
投
資
先
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
両
国
間
の
経

済
関
係
は
緊
密
で
、
民
間
企
業
に
よ
る
東
ア
ジ
ア

域
内
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主
要
な
部
分
と
な
っ

て
お
り
、
事
実
上
の
経
済
統
合
を
構
築
し
て
い
た
。

日
本
タ
イ
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
民
間
が
先
行
し
て
形
成
し

た
経
済
統
合
を
制
度
化
し
て
、
さ
ら
な
る
経
済
連

携
の
深
化
に
つ
な
げ
る
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。

●
タ
イ
側
か
ら
み
た
交
渉
の
特
徴

日
本
タ
イ
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
タ
イ
側
か
ら
み
る
と
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
交
渉
と
な
っ
た
。
第
一

に
、
交
渉
の
す
べ
て
の
分
野
に
合
意
し
て
締
結
す

る
一
括
受
諾
方
式
で
進
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
物

品
の
関
税
撤
廃
・
引
き
下
げ
の
み
な
ら
ず
、
サ
ー

ビ
ス
、
投
資
、
経
済
協
力
、
知
的
財
産
な
ど
の
分

野
も
一
括
し
て
合
意
し
、
包
括
性
を
重
視
す
る
交

渉
方
式
で
あ
る
。
こ
の
方
式
で
は
、
競
争
力
の
強

い
分
野
と
弱
い
分
野
を
同
時
に
交
渉
す
る
の
で
、

品
目
や
分
野
を
超
え
た
取
引
や
譲
歩
が
可
能
と
な

り
、
交
渉
戦
術
が
極
め
て
重
要
と
な
る
。
タ
イ
は

す
で
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
こ
の
方
式
で
交
渉
し

て
お
り
、
そ
の
経
験
を
日
本
と
の
交
渉
に
生
か
す

こ
と
が
で
き
た
。

第
二
に
、
物
品
の
関
税
撤
廃
・
引
き
下
げ
に
関

し
て
は
、
相
手
国
の
要
求
に
応
え
て
関
税
引
き
下

げ
品
目
を
提
示
す
る
リ
ク
エ
ス
ト
・
オ
フ
ァ
ー
方

式
で
行
っ
た
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
は
一
○
年
以
内
に
貿
易

額
の
九
割
以
上
の
品
目
の
関
税
を
撤
廃
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
交
渉
で
問
題
と
な
る
の
は
残
り
の
例

外
品
目
の
取
扱
い
で
あ
る
。
こ
の
方
式
で
は
、
す

べ
て
の
関
税
品
目
ご
と
に
交
渉
の
場
で
取
扱
い
を

タ
イ
─
官
僚
主
導
の
交
渉
か
ら
説
明
責
任
の
重
視
へ
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決
め
て
い
く
の
で
、
極
め
て
き
つ
い
対
応
を
迫
ら

れ
る
が
、
タ
イ
は
や
は
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の

交
渉
で
経
験
し
て
お
り
、
そ
れ
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
た
。

第
三
に
、
交
渉
過
程
に
お
い
て
民
間
各
団
体
の

活
発
な
意
見
表
明
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
タ

イ
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
で
は
初
め
て
民
間
ア
ク
タ
ー
の

存
在
が
明
確
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
中
国
と
の
ア

ー
リ
ー
ハ
ー
ベ
ス
ト
で
は
発
効
後
、
ま
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
は
両
国
政
府
の
合
意
後

に
な
っ
て
、
深
刻
な
影
響
を
受
け
る
部
門
が
明
ら

か
と
な
り
、
民
間
が
政
府
に
要
望
や
抗
議
を
行
っ

て
い
る
。
日
本
と
の
交
渉
で
は
貿
易
取
引
額
が
大

き
い
た
め
、
広
範
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
当
初

か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
焦
点
と
な
る
工

業
製
品
で
は
、
タ
イ
商
業
会
議
所
連
合
や
タ
イ
工

業
連
盟
な
ど
の
経
済
団
体
が
傘
下
に
関
連
業
界
を

抱
え
て
お
り
、
発
言
機
会
が
増
え
て
い
た
。

●
日
本
タ
イ
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
交
渉
経
過

交
渉
の
大
き
な
分
岐
点
と
な
っ
た
の
は
、
二
○

○
五
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
第
七
回
交
渉
で
あ
る
。

当
初
、
交
渉
の
最
大
の
難
関
は
、
日
本
側
の
セ
ン

シ
テ
ィ
ブ
品
目
で
あ
る
農
産
物
の
関
税
撤
廃
・
引

き
下
げ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
農
林
水
産

分
野
は
他
の
分
野
に
先
駆
け
て
、
第
七
回
交
渉
で

合
意
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
他
方
で
タ
イ
側
の
セ

ン
シ
テ
ィ
ブ
品
目
で
あ
る
鉄
鋼
と
自
動
車
に
つ
い

て
は
、
第
七
回
交
渉
に
お
い
て
双
方
の
主
張
に
隔

た
り
が
大
き
く
、
そ
の
後
は
閣
僚
級
の
会
談
が
開

催
さ
れ
た
も
の
の
溝
は
埋
ま
ら
ず
、
最
後
ま
で
残

さ
れ
た
争
点
と
な
っ
た
。

鉄
鋼
と
自
動
車
に
つ
い
て
合
意
に
時
間
を
要
し

た
原
因
と
し
て
、
第
七
回
交
渉
前
後
か
ら
業
界
団

体
に
よ
る
ロ
ビ
ー
活
動
が
勢
い
を
増
し
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。
各
業
界
団
体
や
経
済
団
体
が
、

国
内
産
業
保
護
や
日
本
へ
の
市
場
開
放
要
求
を
政

府
に
申
し
入
れ
た
。
し
か
し
根
底
に
は
、
一
括
受

諾
方
式
に
お
け
る
双
方
の
交
渉
戦
術
の
認
識
の
違

い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
側
は
、
市
場

ア
ク
セ
ス
面
で
相
手
方
の
譲
歩
を
勝
ち
取
る
た
め

に
経
済
協
力
を
約
束
す
る
と
い
う
戦
術
で
臨
ん
だ

の
に
対
し
、
タ
イ
側
は
あ
く
ま
で
お
互
い
の
セ
ン

シ
テ
ィ
ブ
品
目
で
あ
る
農
産
物
と
鉄
鋼
・
自
動
車

の
間
の
取
引
に
固
執
し
て
い
た
。

●
農
産
物
分
野
の
交
渉

日
本
の
農
林
水
産
省
は
、
メ
キ
シ
コ
と
の
Ｅ
Ｐ

Ａ
交
渉
に
お
い
て
農
業
部
門
で
譲
歩
を
迫
ら
れ
た

経
験
か
ら
、
二
○
○
四
年
一
一
月
に
「
み
ど
り
の

ア
ジ
ア
Ｅ
Ｐ
Ａ
推
進
戦
略
」
を
打
ち
出
し
た
。
こ

の
戦
略
で
は
、
安
全
・
安
心
な
食
品
の
輸
入
確
保
、

ニ
ッ
ポ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
農
林
水
産
物
の
輸
出
促
進
、

ア
ジ
ア
農
産
漁
村
地
域
の
貧
困
解
消
な
ど
を
掲
げ

て
い
る
。
ま
た
日
本
の
農
業
団
体
も
ア
ジ
ア
の
農

協
組
織
と
の
交
流
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
地
域
は
先

進
国
の
農
産
物
輸
出
国
と
は
違
い
、
小
規
模
零
細

な
水
田
農
業
が
特
徴
で
あ
り
、
農
業
分
野
の
協
力

を
一
層
進
め
て
、
相
手
国
と
の
相
互
発
展
と
繁
栄

を
め
ざ
し
て
い
た
。
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
で

は
、
農
業
者
の
生
活
の
質
と
所
得
を
向
上
さ
せ
る

目
的
で
、
協
力
と
自
由
化
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な

が
ら
交
渉
を
進
め
る
と
い
う
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。

日
本
と
タ
イ
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
は
当
初
、
タ
イ
側

が
関
心
を
示
し
て
い
た
米
、
砂
糖
、
タ
ピ
オ
カ

（
で
ん
ぷ
ん
）、
鶏
肉
に
関
し
て
例
外
扱
い
に
す

る
か
ど
う
か
で
、
交
渉
は
一
時
膠
着
状
態
に
陥
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
米
は
、
二
○
○
四
年
一

○
月
タ
ク
シ
ン
前
首
相
の
提
案
に
よ
り
、
交
渉
か

ら
除
外
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
ま
た
二
○
○
五

年
三
月
の
第
七
回
交
渉
で
、
砂
糖
、
で
ん
ぷ
ん
、

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
缶
詰
に
つ
い
て
も
、
自
由
化
が
地

域
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
し
て
、
五
年

以
内
に
再
協
議
と
す
る
一
方
、
冷
凍
エ
ビ
・
エ
ビ

調
製
品
、
マ
ン
ゴ
ー
、
マ
ン
ゴ
ス
チ
ン
、
ド
リ
ア

ン
な
ど
の
熱
帯
果
実
は
関
税
の
即
時
撤
廃
に
応
じ

る
こ
と
で
、
農
林
水
産
分
野
は
合
意
に
達
し
た
。

他
の
分
野
に
先
駆
け
て
農
業
分
野
が
合
意
に
至

っ
た
要
因
と
し
て
、
市
場
ア
ク
セ
ス
と
協
力
を
パ

ッ
ケ
ー
ジ
と
す
る
戦
略
が
功
を
奏
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
タ
イ
で
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
を

契
機
に
、
輸
出
農
産
品
の
衛
生
水
準
を
改
善
す
る

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
農
協
組
織

の
整
備
を
通
じ
た
農
村
振
興
を
図
る
た
め
に
、
農

協
間
の
連
携
強
化
に
よ
る
人
材
育
成
や
一
村
一
品

運
動
の
促
進
を
要
望
し
て
い
た
。
農
水
省
は
、
こ

れ
ら
の
要
望
に
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
セ

ン
シ
テ
ィ
ブ
品
目
の
除
外
あ
る
い
は
再
協
議
を
獲

得
し
た
の
で
あ
る
。

●
自
動
車
分
野
の
交
渉

日
本
タ
イ
Ｅ
Ｐ
Ａ
第
七
回
交
渉
で
、
工
業
製
品

は
自
動
車
、
鉄
鋼
製
品
の
タ
イ
側
の
関
税
撤
廃
に

機械類・電気機器
38%

農林水産品
16%

プラスチック・ゴム製品
11%

鉄鋼・金属
6%

化学工業製品
4%

精密機器 4%

雑品
3%

輸送機器 3%

紡織繊維製品 2%

その他
13%

タイ→日本
1兆9,639億円
（2006年）

図 1　日本とタイの貿易

（出所）経産省資料。原資料は、
財務省貿易統計。

機械類・電気機器
45%

鉄鋼・金属
19%

輸送機器
11%

化学工業製品
7%

プラスチック・ゴム製品
5%

精密機器
4%

その他
9%

日本→タイ
2兆6,647億円
（2006年）

図 2　日本とタイの貿易

（出所）経産省資料。原資料は、
財務省貿易統計。
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関
し
て
双
方
の
主
張
に
隔
た
り
が
大
き
く
、
合
意

で
き
な
か
っ
た
。
日
本
側
は
、
完
成
車
は
現
行
八

○
％
の
輸
入
関
税
を
、
三
○
○
○
㏄
超
が
即
時
撤

廃
、
三
○
○
○
㏄
以
下
は
段
階
的
に
引
き
下
げ
て

二
○
一
○
年
に
撤
廃
、
ま
た
自
動
車
部
品
に
つ
い

、
ま
た
自
動
車
部
品
に
つ
い

ま
た
自
動
車
部
品
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
関
税
の
即
時
撤
廃
、
セ
ン
シ

テ
ィ
ブ
品
目
は
二
○
一
○
年
ま
で
の
段
階
撤
廃
を

の
段
階
撤
廃
を

段
階
撤
廃
をを

要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
タ
イ
側
は
、
三
○
○
○

た
。
こ
れ
に
対
し
タ
イ
側
は
、
三
○
○
○

㏄
超
が
三
年
後
に
再
協
議
、
三
○
○
○
㏄
以
下
は

除
外
品
目
と
し
、
自
動
車
部
品
は
一
五
年
か
け
て

段
階
撤
廃
す
る
と
回
答
し
た
。

日
本
側
は
二
○
○
五
年
四
月
の
大
臣
が
会
合
す

る
時
期
を
と
ら
え
て
、
完
成
車
は
二
○
一
○
年
に

関
税
を
撤
廃
し
、
三
○
○
○
㏄
超
は
無
税
枠
ク
ォ

ー
タ
を
設
定
す
る
と
い
う
妥
協
案
、
さ
ら
に
タ
イ

政
府
の
「
ア
ジ
ア
の
デ
ト
ロ
イ
ト
化
」
構
想
へ
の

支
援
と
し
て
自
動
車
分
野
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
経
済
協
力
も
提
示
し
た
が
、
双
方
の
主
張

の
隔
た
り
は
埋
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
合
意
の
見
通
し

が
つ
か
な
い
状
況
に
陥
っ
た
。
タ
イ
側
が
強
硬
な

交
渉
姿
勢
を
採
っ
た
要
因
と
し
て
、
欧
米
自
動
車

企
業
が
タ
イ
政
府
に
働
き
か
け
た
こ
と
、
一
方
的

に
工
業
分
野
の
譲
歩
を
迫
り
、
政
治
家
に
直
接
圧

力
を
か
け
て
決
着
に
持
ち
込
も
う
と
す
る
日
本
側

の
交
渉
姿
勢
へ
の
反
発
が
タ
イ
で
生
じ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。

欧
米
自
動
車
企
業
は
タ
イ
政
府
に
対
し
、
日
本

タ
イ
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
り
三
○
○
○
㏄
超
の
完
成
車
の

輸
入
関
税
が
即
時
撤
廃
さ
れ
れ
ば
、
欧
米
企
業
が

現
地
生
産
し
て
い
る
一
八
○
○
〜
二
五
○
○
㏄
の

乗
用
車
の
販
売
に
影
響
を
及
ぼ
し
撤
退
も
余
儀
な

く
さ
れ
る
と
し
て
、
自
動
車
の
例
外
品
目
扱
い
を

要
望
し
た
。

タ
イ
側
交
渉
団
は
大
型
車
の
関
税
引
き
下
げ
に

関
し
て
、
日
系
自
動
車
企
業
タ
イ
工
場
の
Ｅ
Ｕ
向

け
輸
出
車
が
Ｇ
Ｓ
Ｐ
適
用
を
除
外
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
、
輸
入
大
型
車
に
二
○
％
の
タ
イ
製
部

品
を
含
む
こ
と
を
条
件
と
す
る
こ
と
な
ど
を
交
渉

の
場
に
も
ち
だ
し
、
あ
く
ま
で
日
本
側
の
さ
ら
な

る
農
産
物
市
場
開
放
と
取
引
す
る
交
渉
戦
術
を
貫

い
た
た
め
、
合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く

七
月
末
日
の
大
臣
会
合
で
、
エ
ン
ジ
ン
部
品
は
二

○
一
三
年
に
関
税
を
撤
廃
し
、
そ
れ
以
外
の
自
動

車
部
品
は
、
関
税
二
○
％
超
の
品
目
は
協
定
発
効

時
に
二
○
％
に
引
き
下
げ
て
二
○
一
一
年
に
撤
廃

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
ま
た
三
○
○
○
㏄
超
の

乗
用
車
は
、
八
○
％
か
ら
段
階
的
に
関
税
を
引
き

下
げ
て
二
○
○
九
年
に
六
○
％
に
す
る
こ
と
で
合

意
し
た
。
さ
ら
に
翌
日
、
三
○
○
○
㏄
超
の
二
○

一
○
年
代
半
ば
ま
で
の
関
税
撤
廃
に
向
け
た
再
協

議
に
関
し
て
、
共
同
声
明
を
出
す
こ
と
で
決
着
し

た
。
三
○
○
○
㏄
以
下
は
八
○
％
の
関
税
を
維
持

し
、
六
年
目
に
再
協
議
が
行
わ
れ
る
。

●
官
僚
主
導
の
政
策
決
定

日
本
タ
イ
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
最
終
合
意
に
至
る
交
渉
経

過
を
み
る
と
、
日
本
側
は
大
臣
会
談
に
交
渉
を
格

上
げ
し
て
決
着
を
め
ざ
し
た
が
、
大
臣
会
談
は
何

度
か
開
催
さ
れ
た
も
の
の
実
質
的
な
進
展
は
な
く
、

タ
イ
側
は
終
始
官
僚
の
ペ
ー
ス
で
交
渉
が
展
開
さ

れ
、
大
臣
の
決
定
は
官
僚
の
描
い
た
シ
ナ
リ
オ
を

追
認
す
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
タ
イ
の
政
治

家
が
主
導
権
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
要
因
と
し
て
、

ま
ず
頻
繁
に
内
閣
改
造
が
行
わ
れ
て
閣
僚
が
異
動

す
る
た
め
、
政
治
家
は
活
躍
す
る
機
会
が
限
ら
れ

て
い
た
。
ま
た
工
業
分
野
で
一
方
的
に
要
求
し
政

治
的
な
圧
力
を
か
け
る
日
本
側
の
交
渉
姿
勢
へ
の

反
発
が
急
速
に
広
ま
り
、
政
治
家
が
日
本
へ
の
譲

歩
と
取
ら
れ
る
よ
う
な
決
断
を
す
る
こ
と
が
極
め

て
難
し
く
な
っ
た
。
タ
ク
シ
ン
政
権
は
政
治
家
主

導
で
政
策
を
遂
行
し
、
タ
イ
に
は
従
来
に
な
い
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
政
策
を
実
行
す
る
内
閣
と
評
価
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
の
政
策
決
定
過

程
を
検
証
す
る
と
、
タ
イ
で
は
官
僚
の
政
策
立
案

に
及
ぼ
す
影
響
力
が
依
然
と
し
て
大
き
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

両
国
は
大
筋
合
意
後
、
原
産
地
規
則
や
条
文
の

詰
め
の
協
議
を
行
い
、
二
○
○
六
年
二
月
上
旬
に

は
残
る
全
て
の
問
題
を
解
決
し
て
、
首
脳
に
よ
る

署
名
の
日
程
を
四
月
三
日
と
決
定
し
た
。
し
か
し

タ
ク
シ
ン
首
相
が
首
相
辞
任
要
求
運
動
に
対
抗
し

て
二
月
下
旬
に
下
院
を
解
散
し
、
四
月
に
実
施
さ

れ
た
総
選
挙
の
無
効
判
決
が
出
る
な
ど
政
局
は
混

迷
し
た
た
め
、
署
名
の
日
程
は
延
期
さ
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
九
月
に
軍
事
ク
ー
デ
タ
が
発
生
し
て
、
ス

ラ
ユ
ッ
ト
暫
定
政
権
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策
の
見
直
し
を

行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
タ
イ
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
一
二

月
に
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
、
二
○
○
七
年
二
月
に

立
法
議
会
で
審
議
が
行
わ
れ
た
う
え
で
、
当
初
の

予
定
よ
り
一
年
遅
れ
て
二
○
○
七
年
四
月
三
日
に

両
国
首
脳
が
署
名
し
た
。
な
お
環
境
保
護
団
体
等

か
ら
提
起
さ
れ
た
有
害
廃
棄
物
や
微
生
物
特
許
の

問
題
は
、
タ
イ
側
の
懸
念
が
当
た
ら
な
い
こ
と
を
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外
務
大
臣
間
の
書
簡
で
確
認
し
て
い
る
。

●
透
明
性
と
説
明
責
任

タ
ク
シ
ン
前
政
権
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策
は
、
つ
ぎ
の

前
政
権
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策
は
、
つ
ぎ
の

政
権
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策
は
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
批
判
さ
れ
て
き
た
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
相
手

国
や
交
渉
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
選
択
の
基
準
が
明

確
で
な
い
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
過
程
で
何
が
争
点
と

な
っ
て
い
る
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
そ
れ
に

よ
っ
て
ど
の
部
門
が
い
か
な
る
影
響
を
受
け
る
の

か
が
わ
か
ら
な
い
。
影
響
が
予
想
さ
れ
る
部
門
に

意
見
表
明
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
影
響

を
受
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
場
合
、
政
府
が
ど
の

よ
う
な
支
援
を
す
る
の
か
も
発
表
さ
れ
な
い
。
つ

ま
り
政
策
決
定
過
程
が
不
透
明
で
あ
り
、
政
府
が

説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
点
を
、
タ
イ
に
お
け
る
行
政
府
の
立
法

府
と
の
関
係
を
通
し
て
み
て
お
こ
う
。

一
九
九
七
年
タ
イ
王
国
憲
法
の
第
二
二
四
条
に

よ
れ
ば
、
諸
外
国
と
の
条
約
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の

場
合
を
除
き
議
会
の
批
准
を
必
要
と
し
な
い
。
①

領
土
の
変
更
が
あ
る
場
合
、
②
国
家
主
権
の
領
域

に
変
更
が
あ
る
場
合
、
③
条
約
に
基
づ
く
た
め
に

法
律
の
公
布
を
定
め
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
Ｆ
Ｔ

Ａ
で
は
③
の
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
、
条
約
の
内
容

が
既
存
の
国
内
法
の
修
正
を
要
す
る
場
合
は
、
議

会
に
お
け
る
法
案
の
審
議
が
必
要
と
な
ろ
う
。
他

方
で
条
約
の
内
容
が
既
存
の
法
律
の
も
と
、
政
令

の
発
布
で
対
応
で
き
る
と
行
政
府
が
判
断
す
れ
ば
、

議
会
の
批
准
は
行
わ
れ
な
い
。

以
上
は
憲
法
解
釈
で
あ
る
が
、
政
府
が
必
要
と

判
断
す
れ
ば
、
国
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
に
お
い

て
審
議
す
る
の
は
、
何
の
問
題
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
タ
ク
シ
ン
政
権
は
、
締
結
し
た
Ｆ
Ｔ
Ａ

の
内
容
が
行
政
の
裁
量
に
お
い
て
実
施
で
き
る
と

一
方
的
に
判
断
し
、
議
会
へ
審
議
を
求
め
て
こ
な

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
自
体
は
法
律
上
問
題
な
い
が
、

タ
ク
シ
ン
前
首
相
に
よ
る
上
意
下
達
の
政
治
手
法
、

「
ま
ず
実
行
に
移
し
、
問
題
が
生
じ
れ
ば
後
で
解

決
す
る
」
と
い
う
政
策
運
営
、
反
対
意
見
に
耳
を

傾
け
な
い
政
権
の
姿
勢
な
ど
へ
の
批
判
と
相
ま
っ

て
、
政
策
決
定
過
程
の
透
明
性
や
利
害
関
係
者
の

参
画
を
求
め
る
声
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

●
ス
ラ
ユ
ッ
ト
政
権
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策

タ
ク
シ
ン
政
権
は
二
○
○
六
年
九
月
の
軍
事
ク

ー
デ
タ
で
崩
壊
し
、
一
○
月
か
ら
ス
ラ
ユ
ッ
ト
暫

定
内
閣
が
政
権
を
担
っ
て
い
る
。
ス
ラ
ユ
ッ
ト
政

権
で
は
、
利
害
関
係
者
の
意
見
を
汲
み
取
ら
ず
、

政
府
が
一
方
的
に
交
渉
を
進
め
て
き
た
と
の
前
政

権
へ
の
批
判
を
踏
ま
え
て
、
従
来
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策

の
見
直
し
を
表
明
し
た
。
ま
ず
政
府
が
こ
れ
ま
で

交
渉
し
て
き
た
全
て
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
関
し
、
政
府
内

で
そ
の
効
果
と
影
響
を
調
査
し
て
、
進
め
る
べ
き

協
定
と
中
断
す
べ
き
交
渉
に
分
類
す
る
。
次
に
進

め
る
べ
き
と
判
断
し
た
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
内
容
を
国
民

に
知
っ
て
も
ら
い
、
広
く
各
界
の
意
見
を
聴
取
す

る
た
め
に
、
公
聴
会
を
開
催
し
て
、
議
会
に
審
議

を
求
め
る
。
さ
ら
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
実
施
に
よ
り
影
響

を
受
け
る
部
門
に
対
し
て
は
、
政
府
が
貿
易
自
由

化
適
応
調
整
基
金
を
設
置
し
て
自
立
す
る
た
め
の

支
援
を
行
う
。
こ
の
新
た
な
方
針
に
従
っ
て
、
日

本
タ
イ
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
前
述
の
よ
う
に
署
名
に
至
っ
た
。

に
至
っ
た
。。

ク
ー
デ
タ
後
に
起
草
作
業
が
続
け
ら
れ
て
き
た

二
○
○
七
年
憲
法
が
、
国
民
投
票
に
よ
る
承
認
を

経
て
、
八
月
二
四
日
に
施
行
さ
れ
た
。
条
約
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
る
同
憲
法
第
一
九
○
条
で
は
、

旧
憲
法
第
二
二
四
条
で
規
定
さ
れ
た
三
つ
に
加
え

て
、
新
た
に
二
つ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
議
会
の
批

准
を
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
④
国
内
経
済
や

社
会
の
安
定
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
、
⑤
貿
易

や
投
資
、
予
算
を
拘
束
す
る
重
要
な
ケ
ー
ス
で
あ

る
。
こ
れ
ら
が
タ
ク
シ
ン
前
政
権
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策

前
政
権
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策

政
権
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策

へ
の
批
判
を
根
拠
に
し
て
、
つ
け
加
え
ら
れ
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
タ
イ
政
府
が
今
後
締
結

す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
署
名
前
に
議
会
の
批
准
が
義
務

づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
日
本
タ
イ
Ｅ

Ｐ
Ａ
は
新
憲
法
の
公
布
前
に
署
名
が
終
了
し
て
お

り
、
新
憲
法
の
経
過
規
定
に
基
づ
い
て
議
会
の
批

准
を
義
務
づ
け
た
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
。

新
憲
法
第
一
九
○
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
で

初
め
て
批
准
が
行
わ
れ
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
イ
ン
ド
と

の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
タ
イ
と
イ
ン
ド

は
二
○
○
四
年
九
月
か
ら
八
二
品
目
を
対
象
に
関

税
を
前
倒
し
し
て
引
き
下
げ
、
二
年
後
に
は
同
品

目
の
関
税
を
撤
廃
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
二
国

間
貿
易
は
タ
イ
側
の
大
幅
出
超
と
な
っ
た
た
め
、

イ
ン
ド
側
が
警
戒
心
を
強
め
て
物
品
協
定
交
渉
は

難
航
し
た
が
、
二
○
○
七
年
一
一
月
に
最
終
合
意

に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
タ
イ
政
府
は
、
第
一

九
○
条
を
適
用
す
る
た
め
の
署
名
手
続
規
則
の
制

規
則
の
制制

定
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

て
い
る
。

（ 

ひ
が
し　

し
げ
き
／
西
南
学
院
大
学
経
済
学

部
教
授
）
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